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が
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本報告書は、2017 年 3 月に『南華早報（サウスチャイナ・モーニング・
ポスト）』紙に掲載された「中国の兵器研究に米国が果たしている隠れ
た役割（America's Hidden Role in Chinese Weapons Research）」
と題する記事に端を発しています。同記事では、ロスアラモス国立研究
所の科学者の多くが中華人民共和国（以下、中国）に帰国して中国の
軍事研究プログラムに従事しており、そうした人たちが「ロスアラモス
クラブ」と呼ばれていると報じられていました。ただし、この「クラブ」
の具体的な構成員や、これらの科学者らが関与しているプログラムに
ついての詳細は明らかにされていませんでした。 

本研究を実施する目的は、中国政府が将来有望な科学者を米国の国立研究所に送

り込んで訓練を受けさせる一方で、自国の軍事計画を推進するために一流の科学者

を中国に呼び戻すという継続的な取り組みの背景を明らかにし、文書として記録する

ことにあります。元ロスアラモスの科学者らは、中国の極超音速兵器、ミサイル、潜水

艦開発計画において、これまでも、そして今なお大きく貢献しており、これは米国およ

び自由主義世界全体にさまざまな安全保障上のリスクをもたらしています。この戦略

的競争の時代においては、開かれた科学的共同研究を損なうことなく、イノベーショ

ンを推進する機関、研究プログラム、科学者をより適切に保護する必要があります。 

なお、本報告書は、名前を挙げた個人、大学、教授、研究室、研究機関によるいかな

る違法行為も示唆するものではありません。また、ロスアラモス国立研究所が中国に

よるロスアラモス元関係者の採用に対して責任がある、あるいは共謀していたと主張

するものでもありません。 
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概要

中 国 は「 人 才 強 国 戦 略（Talent Superpower 
Strategy）」と称する国家戦略を展開し、学術関
係者、研究者、科学者らに対して、海外で専門性
を高めたうえで帰国し、自国の戦略的利益に資す
るよう促しています。

1980 年代、若手人材を海外に送り出す制度として始まったこの計

画は、現在では、それらの人材の知見を中国の利益のために活用

し、最終的には、中国に帰国して重要な技術分野に従事することを

奨励する取り組みへと進化してきました。

これらの取り組みが米国の政府系研究所にどの程度浸透している

かは不明です。しかし、ニューメキシコ州のロスアラモス国立研究所

での勤務経験のある人材を中国が採用している実態は、中国の人

材戦略の狙いと、西側諸国が掲げる国際的な科学協力の理念を利

用しようとする姿勢を如実に示しています。ロスアラモス元関係者

に対する成功例に加え、総書記の習近平をはじめとする中国共産

党の上層部が人材計画を支持していることを踏まえると、同様の引

き抜き行為が、米国政府が出資している他の研究所や、学術研究機

関、主要なイノベーション拠点においても広く行われている可能性

が示唆されます。さらに、ロスアラモスの事例は、特定の重要な軍

事技術における中国の急速な進展が、米国政府が出資した機微研

究に関与した人材の貢献によって支えられている実態を浮き彫りに

しています。 

1987 年から 2021 年までの間に、ロスアラモスでの勤務歴のある少

なくとも 162 名の科学者が中国に帰国し、さまざまな国内の研究開

発プログラムを支援してきました。このうち 15 名は、ロスアラモスの

常勤研究者として勤務していた人物です。この 15 名のうち、13 名は

中国政府の人材計画に採用されており、中には中国からの客員研

究者やポスドクを受け入れる立場にあった者や、米政府から資金援

助を受けて機微研究に従事していた人物も含まれていました。これ

らのスタッフのうち少なくとも 1 名は、米国エネルギー省が発行する

「Q クリアランス」（最高機密の制限付きデータおよび国家安全保

障情報にアクセスする資格）を保有していました。

帰国した 162 名のうち、少なくとも 59 名の科学者は、中国の代表的な人材招致計画である「千人計
画（TTP：Thousand Talents Program）」とその青少年部門である「青年千人計画（YTTP：Youth 
Thousand Talents Program）」の選出者でした。 

また、帰国者のうち 98 名はポスドク研究者で、49 名が客員研究者でした。これらの人物は、ロスアラモスにおける最も機微な研究へのアク

セス権は持ってはいなかったものの、技術流出や経済スパイ行為のリスクをもたらす存在であることに変わりはありません。実際、米国エネ

ルギー省は、他の研究機関に所属する研究者が、留学生や客員研究者を通じて、デュアルユースおよび輸出規制対象の研究成果を中国に流

出させた事例があることを認めています。
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ロスアラモス出身者は、帰国後、中国の重要な軍事およびデュアル

ユース技術の発展に貢献しています。たとえば、極超音速兵器、地

中貫通弾頭、無人自律兵器（UAV）、ジェットエンジン、潜水艦の騒

音低減技術などの分野が挙げられます。この「ロスアラモス・クラ

ブ」の中核人物の 1 人が、1990 年代に同研究所に在籍していた流

体力学・乱流研究の世界的権威である陳十一（Chen Shiyi）博士で

す。帰国後、陳は南方科技大学（SUSTech）の学長を務め、ロスアラ

モスに縁のある研究者を積極的に採用していきました。

近年、こうした中国の国家支援型人材育成プログラムに対して、米

国政府は監視を強化しています。防諜や知的財産窃盗のリスクのみ

ならず、米国国民の税金が投じられた研究の成果が、中国の経済発

展と軍事近代化を推進するために利用されているためです。  

米国政府は、中国の「人才強国戦略」がもたらすリスクを軽減する

ための対策を開始しています。しかしながら、政府出資の研究所や、

学術研究機関、民間企業においても、中国が科学技術の覇権を握る

ために活用している人材が引き起こす恐れのある防諜上および知

的財産の窃盗に関するリスクを特定するために、さらなる取り組み

をする余地があります。さらに、志を同じくする国々が連携し、自国

のイノベーション拠点を保護するとともに、中国に対抗して一流の

人材を惹きつけ、維持し、保護することは、喫緊の国家安全保障上

の課題となっています。 

陳十一が南方科技大学で最初に採用した人物は、元ロスアラモス研究者の趙予生（Zhao Yusheng）でし

た。趙はロスアラモスに在籍した 18 年間で少なくとも 28 件、総額 1980 万ドルの助成金を米国政府から

受け取っています。その中には、地中貫通弾頭に関する機微研究に対するものも含まれていました。ロスア

ラモス在職中、趙が受け入れおよび指導を担当したあるポスドク研究者は、中国に帰国後、類似技術に関

する国防特許を出願しました。現在その研究者は、中国核兵器開発の中核機関である中国工程物理研究院

（CAEP）に所属しています。 

陳十一は、リクルーターとしての役割に加え、中国の極超音速兵器および空気力学分野の計画においても重要な役割

を果たしてきました。陳は、中国の極超音速滑空体の開発に重要な役割を果たした国家実験室の所長も務めていまし

た。同実験室は、陳の指導の下、軍関連機関や、防衛産業企業、中国人民解放軍と緊密な関係にある中国の大学と共

同プロジェクトを多く推進しました。これらのプロジェクトは、極超音速研究開発において中国が米国を凌駕する一因と

なりました。

 ロスアラモス・クラブのもう 1 人の構成員である何国威は、中国の潜水艦を静音化し、より探知されづらくする技術の

進展に大きく寄与してきました。1990 年代後半にロスアラモスに在籍していた当時から、何国威は陳十一と密接な関

係がありました。帰国後、何国威は中国科学院力学研究所（IMCAS）に所属し、彼のチームは潜水艦が発生させる乱流

を素早く正確に予測するためのコンピューター・モデルを開発しました。
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グローバルに羽ばたけ 

祖国に「有益な役割」を 
果たせ 

中国は「人才強国戦略（Talent Superpower Strategy）」と称する国家戦略を展開し、学術関係者、研究者、科学者らに対

して、海外で専門性を高めたうえで帰国し、自国の戦略的利益を拡大するために働くことを奨励しています。1980 年代、若手

人材が海外に出てスキルを高めることを奨励するために始まったこの政策は、現在では、その後に彼らが中国に戻るにせよ

海外に留まるにせよ、最終的には、重要な技術分野におけるそれらの人材の知見を中国の利益のために活用しようとする各

種政策および計画へと進化してきました。

本報告書は、中国の人材戦略の狙いと、それが西側諸国の掲げる国際的な科学協力の理念をどのように悪用しているかを記

録するものです。なお、本報告書は、ロスアラモス国立研究所が中国によるロスアラモス元関係者の採用に対して責任があ

る、あるいは共謀していたと主張するものではありません。しかしながら、この成功例に加え、総書記の習近平をはじめとす

る中国共産党の上層部が人材計画を支持していることを踏まえると、同様の引き抜き行為が、米国政府が出資している他の

研究所や、学術研究機関、主要なイノベーション拠点においても広く行われている可能性が示唆されます。さらに、ロスアラモ

スの事例は、特定の重要な軍事技術における中国の急速な進展が、米国政府が出資した機微研究に関与した人材の貢献に

よって支えられている実態を浮き彫りにしています1。

中国の人才強国戦略 
ロスアラモス国立研究所を標的に



© 2022 Strider Technologies, Inc.  | striderintel.com 7

グローバルなハブ・アンド・ 
スポーク型人材ネットワークの
構築
中国の人材政策はいかにして海外の教育機関を利用し、 
人材を育成・勧誘しているのか
1978 年 6 月 23 日、鄧小平は「一握りではなく、数千人、数万人と

いう規模で海外に送り出すべきだ」と宣言し、中国の海外技術獲得

戦略の新たな章を開きました2。1993 年、天安門事件によって内向き

志向が強まる中で、中国共産党中央委員会は、中国が対外経済開

放の路線を維持するために重要な方針を打ち出しました3。このとき

掲げられたのが「留学を支援し、帰国を奨励し、出入りを自由に（支

持留学、鼓励回国、来去自由）」4 というスローガンでした。この方針

は、その後年月を経て繰り返し強調されました5。2013 年、習近平

総書記はこの方針をアップデートし、海外の学者に中国の国家戦略

のために「有益な役割を果たす（発揮作用）」ことを求める表現を付

け加えました。習近平はまた、「海外から帰国した学者が能力を十

分に発揮できる条件を整え、海外に留まる学者にも祖国に奉仕でき

るルートを作るよう、あらゆる手立てを講じるべきだ」と呼びかけま

した6。

海外で活躍する学者や研究者の数が増えるにつれ、中国政府は、海

外の研究者に対して、所属先の機関を活用して母国から送り出され

た人材を育成するよう、金銭的なインセンティブを与える政策を打

ち出すようになりました。2001 年には、人事部、教育部、科学技術

部、公安部、財政部が共同で「海外の学者に祖国奉仕を奨励するこ

とに関する若干の意見」という文書を発表しました7。この文書では、

「海外の人材資源を十分に活用する」ため、「海外の学者が海外で

留学または勤務している間、さまざまな方法を通じて祖国に奉仕す

る」ための「資金援助（経費支持）」と「報酬」について詳しく述べら

れています8。同文書では、海外で勤務する中国人の学者が報酬を

受け取ることができる 7 つの具体的な奉仕方法が挙げられており、

これには、海外の研究機関を活用して人材の育成を支援することも

含まれていました9。

7 つの奉仕

1. 中国国内の技術職に兼職として従事する

2. 中国の機関と海外の機関との共同研究を調整する

3. 海外での研究成果を中国企業により商業化する

4. 中国国内で起業し、特許や技術を商業化する

5. 海外の機関を活用し、中国国内の雇用者に対する人材育成支援を行う

6. 外国技術を中国西部に導入する

7. 外国技術を中国に導入するための「仲介機関」を設立し、上記の 6 つに加えて、 

中国に奉仕するためのより多くの方法を創出する
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海外に留学する中国人研究者、学者、科学者の数が増え続ける中、

1990 年代に入ると、中国政府は、そうした人材の帰国を奨励する

ための計画の実施に乗り出しました。1994 年、中国科学院（CAS）

は百人計画（Hundred Talents Program）を立ち上げ、海外の専

門家をターゲットにした人材招致計画をスタートさせました。そ

の成功を受けて、1998 年には中国教育部が「長江学者奨励計画

（Changjiang Scholars Award Program）」を創設し、海外人材を

中国国内の研究機関に招致する取り組みを強化しました。その 10

年後、千人計画（TTP：Thousand Talents Program）が開始されま

した。現在では、中央、省、市町村、さらには個別の機関レベルで、

470 以上の人材計画が運営されており、優秀な人材、特に海外の人

材を中国の主要機関に引き抜くことを目的としています10。

Strider 社が以前行った調査では、中国の人材計画とその資金提供

スキームが、量子技術研究の推進においても有効に機能しているこ

とが報告されています。具体的には、世界各国の一流研究機関に科

学者を派遣して研修を受けさせ、その後中国へ呼び戻すという方法

です11。こうした手法は、量子分野に限られたものではありません。

実際、国家支援型留学（公派）や中国共産党の「人才強国戦略」のそ

の他の取り組みでは、外国の研究機関を活用して中国の人材育成

を支援する学者に政府から補助金が支給されます12。

ロスアラモスの場合、少なくとも 10 人のポスドク研究者や客員研究

者が、中国政府の国家支援型海外共同育成博士計画（国家公派联

合培养博士）の資金提供を受けていました。このプログラムでは、研

究テーマが中国政府の計画に示された特定の技術需要や国家実験

室の人材ニーズと一致している申請者が優先的に選出されます 13。

選出された人は、契約上、中国への帰国が義務付けられます14。

本計画における「共同育成」は、中国側の博士指導教官と、海外研

究機関の受け入れ研究者の共同監督体制で行われる仕組みになっ

ており、受け入れ側の研究者も、申請者が中国政府の支援を受けて

いることを把握している可能性が高いとされています15。たとえば、

ロスアラモスでは、2017 年に常勤職員の名前で、ロスアラモス国立

研究所のナノテクノロジー統合センター（CINT）におけるポスドク

職の求人広告がオンラインで掲載されました。この求人広告の中国

語版では、「国家支援型海外共同育成博士計画」の参加者を対象と

していることが明記されていました16 が、英語版の求人広告にはそ

の旨の記載はありませんでした。

 ニューメキシコ州

ロスアラモス国立研究所
米国ニューメキシコ州にあるロスアラモス国立研究所は、

米国エネルギー省の最先端研究機関です。その使命は「多

領域で同時的に卓越することを通じて国家安全保障上の

課題を解決する」ことにあり、核弾頭の設計、米国の核備

蓄の安全性と有効性の確保、そしてサイバー空間、宇宙、

新技術領域における新たな脅威への革新的解決策の発

見などが含まれます。
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ロスアラモスにおいて、常勤職員は、後に中国に戻る可能性がある

有望な人材を発掘し、選出、育成するのに適した立場にあります。

常勤職員はポスドクの履歴書（CV）を審査し、ロスアラモスの研究プ

ログラムに合致するスキルを持つ候補者を選び出す責任を担ってい

ます 17。ロスアラモスの常勤職員（後に中国に帰国する職員も含む）

は、在籍期間中に何十人ものポスドク研究者を指導することがよく

あります。たとえば、1996 年から 2012 年まで常勤職員として勤務

した趙予生（Zhao Yusheng）は、少なくとも 25 人の研究者の指導

および受け入れを行い、そのうち少なくとも 8 人は中国出身で、後

に帰国しています 18。

また、中国国内の大学と国家安全部との密接な関係を踏まえると、

一部のポスドク研究者や客員研究者は、海外派遣前に中国の保安

当局による身元審査を受けている可能性もあります 19。これらの人

物は、ロスアラモスにおける最も機微な研究へのアクセス権は持た

ないものの、技術流出や経済スパイ行為のリスクをもたらす存在で

あることに変わりはありません。実際、米国エネルギー省は、他の

研究機関に所属する研究者が、留学生や客員研究者を通じて、デュ

アルユースおよび輸出規制対象の研究成果を中国に流出させた事

例があることを認めています 20。

ロスアラモス・クラブ

多くの場合、中国の人材計画に採用された海外の応募者は、契約上

の義務として（多くの場合、受け入れ先の海外機関には知らされる

ことなく）中国からの客員研究者やポスドク研究者を受け入れ、専

門分野において指導することが求められます 21。事実上、中国の人

材計画は、拡張し続ける人材招致ネットワークとして機能している

のです。ひとたび採用されると、計画参加者には優秀な人材を発掘

し、自らが所属する機関に受け入れるよう推薦すること、そして最終

的に中国に呼び戻すことが奨励され、事実上の義務ともなります。  

たとえば、少なくとも 2 名のロスアラモス出身科学者は、中国に帰

国する以前に中国科学院の海外評価専門家（中国科学院海外评审

专家）として活動していました。この制度は 1999 年に創設され、主

に「海外で学ぶ優秀な人材を帰国させ、祖国に奉仕させること」、お

よび「海外の人材と知識の招致を促進すること」を目的としていま

す 22。この「海外評価専門家」に採用されるためには、「積極的に祖

国の科学技術事業に貢献する意志を持つこと」が求められます 23。

ロスアラモス元関係者が 
中国の軍事近代化を推進
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中国の人材戦略において、最も注目度の高い制度の一つが千人計

画（Thousand Talents Program: TTP）です。このプログラムは、中

国の戦略的利益の促進を目的に、世界の優秀な科学者、学者、起業

家を招致することを狙いとして 2008 年に創設されました。千人計

画は、中国共産党中央組織部という、党内の人事を統括する秘密性

の高い部門の監督下にありました。2019 年、千人計画は中国科学

技術部の管理下にある「ハイレベル外国専門家誘致計画」（高端外

国专家引进计划）に統合されました。 

帰国した 162 名の元ロスアラモス科学者のうち、少なくとも 17 名

（このうち 13 名は常勤職員）が千人計画に選出されていました。千

人計画の参加者には、人民元 100 万元（約 15 万 5000 米ドル）と

300 万～ 500 万元（約 46 万 5000 ～ 77 万 5000 米ドル）の研究助

成金が支給されます 24。千人計画の青少年部門である青年千人計

画（Youth Thousand Talents Program：YTTP）には 42 名の科学

者が選出されました。2011 年に発足した青年千人計画は、将来的

に中国の科学技術や産業目標に対して大きな貢献が見込まれる40

歳未満の人材を対象としています。青年千人計画の選出者には、人

民元 50 万元（約 7 万 7500 米ドル）の一時金と、100 万～ 300 万元

（約 15 万 5000 ～ 46 万 5000 米ドル）の研究助成金、および中国

国内の研究機関でのポストが与えられます 25。

ロスアラモスから帰国したポスドク研究者およ
び常勤職員 113 名のうち、少なくとも 90 名（全
体の 79.6％）が中国政府の人材計画に選出され
ており、うち 59 名は千人計画と青年千人計画の
選出者でした 26。これらの計画には、金銭的イン
センティブに加えて、中国と中国共産党の科学技
術目標への貢献を義務づける契約も含まれてい
ます。 

ロスアラモスから帰国した人々の中には、常勤職員、ポスド

ク研究者、客員研究者を問わず、人民解放軍の科学者と密

接に連携して兵器開発に携わり、地中貫通弾頭、無人自律

走行車（UAV）、極超音速兵器、ジェットエンジン、潜水艦の

騒音低減などの最先端の軍事技術やデュアルユース技術

の研究に貢献している者もいます。 

79.6%
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ロスアラモスから 
中国へ帰国した科学者

（雇用形態別）

常勤職員

15

客員研究者

49

ポスドク研究者

98

客員研究者常勤職員 ポスドク研究者
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千人計画に採用された 
ロスアラモス科学者

（年別）

青年千人計画の導入により、ロスアラモスからの
人材採用は大きく加速しました。この制度によっ
て、対象者の範囲が広がり、2013 年から 2016 年
にかけて、ロスアラモスから年間 10 名を超える科
学者が千人計画に採用されて中国へ帰国するとい
うピーク期を迎えました。

	 2017 年以降、千人計画への採用状況を追跡することは困難

になっています。2018 年 10 月、千人計画に関する情報が中国

のオープンソース情報から姿を消し始めており、これはおそら

く、米国による注視が強まったことが背景にあると考えられま

す27。

	 また、近年、中国の別の人材招致戦略が進化したことによって、

千人計画の成長が鈍化している可能性もあります。米国エネ

ルギー省は 2019 年から、外国政府の人材採用プログラムへの

科学者の参加を禁止する措置を開始しました 28。

千人計画に採用されたロスアラモス科学者の数
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南方科技大学と陳十一
中国の軍事およびデュアルユース技術開発を牽引する知見の源

元ロスアラモスの科学者らは、軍事関連の取り組みを含め、中国

の科学技術プログラムの推進において重要な役割を果たしてい

ます。2017 年、香港の『南華早報（サウスチャイナ・モーニング・

ポスト）』紙は「中国の兵器研究に米国が果たしている隠れた役割

（America's Hidden Role in Chinese Weapons Research）」 と

題する記事で、「人数は不明ながら、多くのロスアラモス出身の科

学者が帰国して中国の大学や研究機関に勤めており、『ロスアラモ

ス・クラブ』と呼ばれるほどになっている」29 と報じました。米国政

府が出資している研究所に勤務した後、中国へ帰国した人々の総

数は不明です。しかし、確認されている人物は、中国の軍事近代化

を大きく進展させる成果をあげており、米国およびその同盟国にさ

まざまな安全保障上の課題を生じさせています。ロスアラモス研究

所に以前勤務していた科学者のキャリアを追うことで、中国政府の

計画がいかにして外国で訓練された専門家を戦略的目的のため

に取り込んでいるかが明らかになります。

中でも、ロスアラモス・クラブの中核的人物とされているのが陳

十一（Chen Shiyi）博士です。陳は 1990 年にロスアラモスに着任

し、中国出身者として初めて、優秀なポスドク研究者にのみ与え

られるオッペンハイマー・フェローシップに採用されました 30。そ

の後、1997 年 7 月から 2000 年 1 月まで、ロスアラモス国立研究

所の非線形研究センター（CNLS）の副所長を務めました。2001 年

にはジョンズ・ホプキンス大学に移り、2002 年から 2004 年まで

機械工学科の学科長を務めた後、2005 年にはアロンゾ・G・デッ

カー記念教授（工学・科学）に選任されました 31。同年、中国に帰

国し、北京大学に工学院を創設しました。2013 年には中国科学院

の院士に選出されています。院士は、中国の科学研究に最大の貢

献をした人物にのみ与えられる最高位の栄誉とされています。さら

に 2015 年から 2020 年までの間、中国の深圳にある南方科技大学

（Southern University of Science and Technology：SUSTech）

の学長を務めました。

南方科技大学（SUSTech）
ロスアラモスの人材を起用し 
10 年で「中国のスタンフォード」を実現

	 南方科技大学は、2010 年に深圳市政府によって深圳に設

立された公立の研究大学です。その財政支援は、ほぼすべ

て深圳市政府から直接提供されています。同大学は目標と

して「中国のスタンフォードになる」ことを掲げています。

	 現在、南方科技大学では、少なくとも 15 人のロスアラモス

出身者が雇用されています。比較的新しい教育機関として

は不釣り合いなほど、世界的に活躍する学者の数が多いの

が特徴で、そのほとんどが中国政府の人材計画を通じて採

用された人物です。これにより、同大学は中国における重要

な科学技術研究拠点へと変貌を遂げました。  

	 中国教育部系列のメディア報道によると、南方科技大学の

教員の 40％以上が千人計画と青年千人計画の選出者であ

るとされています。
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陳十一は、南方科技大学の責任者として、ロスアラモスにゆかりのある科学者を引き抜くことに卓越した手腕を発揮

しました。これらの帰国者の多くは、陳と個人的にも職業上でもつながりを持っていたとされています。その功績を称

え、深圳市政府は 2017 年、陳に「深圳人材大使（深圳人才大使）」の称号を授与しました 32。現在、南方科技大学

には少なくとも 15 名のロスアラモス出身者が在籍しています。

現在南方科技大学に勤務しているロスアラモス出身の科学者

極超音速技術
陳十一は、南方科技大学を中国随一の学術機関に育てあげた功労

者であると同時に、流体力学と乱流の世界的な権威でもあり、特

に、中国の極超音速ミサイルと空気力学の計画に大きく貢献しまし

た。陳は、民間研究と軍事研究の線引きを意図的に曖昧にするよう

に設計された中国の国防イノベーション体制の中核を担う人物の 1

人です。

陳は 2005 年に北京大学の乱流・複雑系国家重点実験室（LTCS）に

参画し、2011 年から 2020 年頃までその所長を務め 33、南方科技大

学学長としての在任期間中である 2015 年から 2020 年の間も、引

き続き LTCS を指揮しました。1995 年に設立された LTCS では、乱

流、航空宇宙力学、複雑流体に関する基礎および応用研究を実施し

ています。現在、陳は同実験室の名誉所長および学術委員会の副主

任を務めています 34。LTCS は、2005 年から 2013 年にかけて陳が

初代学部長を務めた北京大学工学院のスタッフ、設備、施設を中心

に組織されています。 

陳十一の指導の下、LTCS は中国の極超音速滑空体の開発で重要

な役割を果たしました 35。LTCSのウェブサイトによれば、同研究所は

「国家戦略装備および極超音速風洞の開発に積極的に関与してき

た」とされます 36。ここで言及されている「極超音速風洞」とは、北京

大学にある極超音速静粛風洞を指しており37、その 1 号機は 2010

年から 2011 年にかけて建設され、当時世界でも 3 基しか存在しな

い設備の 1 つでした 38。従来の極超音速風洞に比べ、静粛風洞は極

超音速で飛行する物体の飛行中の状態をより正確にシミュレートす

ることができます。 

	 北京大学の極超音速静粛風洞から得られたデータを用いて、

LTCS は「極超音速機の設計に計り知れない貢献をした」と主

張しています39。

	 北京大学工学院の極超音速静粛風洞実験室（高超声速静风

洞实验室、LTCS の職員が使用する施設）によれば、陳が北京

大学工学院長および LTCS 所長を務めていた時代に建設され

た風洞を用いた研究は「中国が空気呼吸式（極超音速）飛翔体

の研究開発で米国を凌駕する」ために「重要な貢献を果たし

た」とされています40。

単肖文

劉凱軍

韓松柏

陳瑜

陳十一

朱金龍

張東暁

高科

趙予生

董莉

権澤衛

王連平

王湘麟

郭躍進 

王善民

客員研究者常勤職員 ポスドク研究者
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極超音速技術（続き）
LTCS は、中国の極超音速技術および国防向け空気力学の研究に関

わる幅広い組織のネットワークにおいて中心的な役割を担っていま

す。陳が所長として在任中、LTCS は、国防科技大学（NUDT）や中国

空気力学研究開発センター（CARDC）などの軍事組織、中国航天科

技集団有限公司（CASC）の第 11 研究院などの防衛産業企業、そし

て中国人民解放軍と緊密に連携する大学のグループである国防七

校（Seven Sons of National Defense）といった組織とともに、国家

規模の主要なプロジェクトを数多く推進しました 41。

	 2013 年、陳とLTCS は国防科技大学の極超音速ラムジェット技

術国防科学技術重点実験室（高超声速冲压发动机技术国防

科技国家重点实验室）と共同で、極超音速推進技術に関連す

るエンジンのデトネーション（爆轟）に関するシンポジウムを開

催しました42。

	 2020 年に陳が所長を退任した直後、LTCS は中国航天科技集

団有限公司（CASC）第 3 研究院（巡航ミサイルの設計および製

造に携わる中国の代表的企業）と共同国家実験室を設立する

協議を開始しました 43。

さらに、2020 年 3 月時点でも、陳は中国空気力学研究開発セン

ター（CARDC）の空気力学国家重点実験室の学術委員会の委員と

して在籍しており44、この職務においては、研究目標や年間研究計

画の管理責任を担っていました。中国空気力学研究開発センター

（CARDC）は、人民解放軍第 29 試験訓練基地（63820 部隊）として

も知られており、中国最大の空気力学研究・試験機関であると同時

に、中国の主要な極超音速試験施設とされています 45。この研究施

設では、極超音速境界層遷移、兵器倉における空力音響、次世代

戦闘機の空力挙動などの分野における空気力学モデリングを行っ

ています 46。中国空気力学研究開発センター（CARDC）は、1999 年

以来、米国商務省のエンティティリスト（米国の国家安全保障または

外交政策上の利益に反するとみなされる活動を行う個人および企

業の貿易制限リスト）に掲載されています47。

ジェットエンジン
陳十一はまた、中国におけるジェットエンジン開発に関する国家

自然科学基金委員会（NSFC）の主要研究計画において、専門家

指導グループの一員も務めていました。国家自然科学基金委員会

（NSFC）は中国の政府機関であり、国家戦略上のニーズに応じた

基礎研究を推進する役割を担っています。国家自然科学基金委員

会（NSFC）の専門家指導グループは、通常 7 ～ 9 人の専門家で構

成され、研究計画の全体的な方針策定、実施、審査を担います48。

2014 年、国家自然科学基金委員会（NSFC）は「エンジンの乱流燃

焼に関する基礎研究の重大研究計画（面向发动机的湍流燃烧基础

研究重大研究计划）」を立ち上げました。これは 8 年間にわたる研

究活動を通して、中国国産エンジン開発における主要な技術的ボト

ルネックの解消を目指すものです。これは、長年にわたり、中国にお

ける民間および軍用航空機の設計および生産における課題となっ

ていた領域でした 49。

	 の国家自然科学基金委員会（NSFC）の研究計画には、国防科

技大学（NUDT）、空軍工程大学（AFEU）、中国空気力学研究開

発センター（CARDC）の人民解放軍系 3 機関に加え、中国航天

空気力学研究院（CASC 第 11 研究院）、瀋陽発動機設計研究所

（AVIC 606 研究所）の国有防衛産業大手 2 社が関与していま

す50。

	 この 研 究 計 画 の 年 次 会 議 は、 国 家 自 然 科 学 基 金 委 員

会（NSFC） を代 理して中 国 空 気 力 学 研 究 開 発 センター

（CARDC）が運営しており、またその下部組織である空気呼

吸式極超音速技術研究センター（吸气式高超声速技术研究中

心）が研究計画のウェブページをホストしています 51 52。

	 南方科技大学の教授であり、元ロスアラモス常勤職員でもあ

る単肖文（Shan Xiaowen）は、2017 年にこの研究計画に参加

し、エンジン条件下における燃焼が乱流に及ぼす影響に関す

る研究を主導しました 53。
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地中貫通弾頭
陳十一が南方科技大学の学長に就任した際、最初に採用した

人物の 1 人が、かつてロスアラモスで同僚だった趙予生（Zhao 

Yusheng）でした。趙はロスアラモスに在籍した 18 年間に、米国政

府から少なくとも 28 件、総額 1980 万ドルの助成金を受け、機微

研究に従事していました54。2004 年から 2005 年にかけて、趙は米

国エネルギー省と国防総省の合同プロジェクトである「地中貫通弾

頭用ナノ構造超硬ノーズ（Nanostructured Superhard Noses for 

Deep-Penetrating Warheads）」を主導しました55。また、エネル

ギー省が発行する「Q クリアランス」（最高機密の制限付きデータお

よび国家安全保障情報にアクセスする資格）を与えられ、研究所の

高圧材料研究チームを率いました56。

	 趙は 2010 年にロスアラモスを離れ、ネバダ大学ラスベガス校

（UNLV）の高圧科学・工学センター（HiPSEC）の所長に就任し

ました。この職位も Q クリアランスが必要とされるものであり、

新電池材料の研究のためにエネルギー省から 290 万ドルの資

金提供を受けました57。

	 その後、2016 年に千人計画に採用されて中国に帰国し、以降

は南方科技大学において副学長、先端学際研究院の学部長、

研究室室長、物理学部主任教授など、さまざまな指導的役割

を担っています58。

さらなる調査によると、ロスアラモスで趙が指導していた 25 人の

ポスドク研究者の 1 人である賀端威（He Duanwei）が、2006 年に

中国に帰国した後、ロスアラモスの研究を活用または再現して、極

超音速兵器や地中貫通弾頭に使用される材料の研究を行っていた

可能性があります。賀端威は、2000 年から 2003 年までロスアラモ

ス研究所でポスドク研究者として勤務しており、一部の情報では、

2005 年まで在籍していたともされます59。ロスアラモスの刊行物で

ある『Nuclear Weapons Journal』の 2004 年版において、趙は超

硬ナノ複合材料の研究が「極超音速高速貫通体にとって非常に有

望」であるとし、「弾頭貫通体における超硬材料は、米国の兵器の技

術的優位性を著しく高める」と述べています60。趙は、この研究が米

国海軍と共同で実施されたと主張しています61。その 3 年後の 2007

年、賀端威が中国で「極厚貫通弾頭」という類似技術に関する国防

特許を出願しました62。

	 この特許が 2011 年に承認された後、賀端威は超硬ナノ多結晶

ダイヤモンドの合成に関する主要国防特別プロジェクト（国防

重大专项）のサブプロジェクトを共同で主導しました63。

	 このプロジェクトには、中国工程物理研究院（CAEP）の衝撃波

物理および爆轟物理実験室（冲击波物理与爆轰物理实验室）

に所属する科学者も関与していました64。

	 中国工程物理研究院（CAEP）は、中国における核兵器の研究

開発と製造を担う施設です。この CAEP の衝撃波物理および爆

轟物理実験室は、中国語の情報源では、衝撃波物理および爆

轟物理国防重点実験室（冲击波物理与爆轰物理国防重点实

验室）とも呼ばれています65。

賀端威は現在、四川大学原子および分子物理研究所（四川大学院

子与分子物理研究所）の所長を務めており、また、中国工程物理研

究院（CAEP）と共同で運営されている高温高圧物理研究所（高压科

学与技术实验室）の所長も務めています 66。四川大学と中国工程物

理研究院（CAEP）はともに、中国の核開発計画への関与から、米国

政府の輸出規制の対象となっています。賀端威は中国教育部の高

エネルギー密度物理および技術教育部重点実験室（高能量密度物

理及技术教育部重点实验室）の高圧物理グループも率いています。

この国防志向の研究所のウェブサイトには、中国の中長期防衛科学

技術開発計画の一環として研究を進めていると記載されています
67。
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無人自律兵器
2016 年、陳十一は単肖文を南方科技大学の力学・航空宇宙工学

科の主任教授に採用しました。単肖文は 2019 年に、無人航空機

（UAV）技術に特化した研究を行う南方科技大学インテリジェント

航空研究開発センターのセンター長に就任しました。単肖文の指

導の下、同センターは民間と軍用の両方に応用可能な垂直離着陸

（VTOL）型 UAV のプロトタイプを開発しました68。同センターは、軍

用ドローンの試験施設や製造施設が集まる国家主導の産業クラス

ター内に位置しています。これは中国が軍民融合の一環として民間

研究を軍事用途に転用する取り組みの一例であると言えます69。

	 単は 1991 年から 1998 年までロスアラモス研究所に勤務して

おり、当初はポスドク研究者として、その後常勤職員として活動

していました。1990 年代初頭には、陳十一と共同で、航空宇

宙産業で一般的に用いられている数値流体力学の一形態であ

る格子ボルツマン法（LBM）の研究を行いました70。

	 ロスアラモスの常勤職員に昇格した後、単は米国空軍研究所

の客員研究員として研究活動を行いました71。2011 年、千人計

画に採用されて中国に帰国した単は、中国商用飛機有限責任

公司（COMAC）に入社し、同社の北京研究センターの空気力学

部長に就任しました。この職位において、中国初の国産大型民

間航空機 C919 の初期設計を指揮しました。このプロジェクト

は産業スパイに関する疑惑で広く知られています72。

新技術企業を通じて中国の防衛産業を
支援し続ける陳十一
陳十一は現在も中国の防衛イノベーション・エコシステムで積極

的に活動を続けています。2020 年に南方科技大学学長を退任した

後、陳は深圳十仞科技有限公司（通称テンフォン）というコンピュー

タ支援工学ソフトウェア会社を設立しました。陳は、テンフォンの設

立を、中国における産業用ソフトウェアの外国サプライヤーからの

独立を目指す取り組みの一環として位置づけています73。この会社

は、中国の防衛産業と次のようなつながりがあります。

	 2021 年後半、テンフォンは中国空空導弾研究院（中国空空导

弹研究院）の熱流解析ソフトウェアのアップグレード契約を巡っ

て、他の 2 社とともに入札に参加しました74。

	 2022 年 6 月、テンフォンは南京友一智能科技有限公司（南京

友一智能科技有限公司）を買収しました75。南京友一の製品ラ

インには、弾道ミサイルの飛行モデリングに応用されるシミュ

レーション・ソフトウェアである FlightSim が含まれ、連携一

斉発射のシミュレーションも含まれています 76。

	 テンフォンの西安支社は、国防七校の一角である西北工業大

学の教授で、複数の機密防衛航空宇宙プロジェクトを率いた

経歴を持つ屈昆（Qu Kun）と蔡晋生（Cai Jinsheng）によって

運営されています77。

	 テンフォンは、米国政府の制裁対象となっている少なくとも 2

社の企業（奇虎 360（Qihoo 360）と中国国家造船公社）と協

力関係にあります78。
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ロスアラモス・クラブ

南方科技 
大学を超えて 

南方科技大学とは無関係のロスアラモス出身者も、中国の

高度な戦略技術の研究に従事し、国防に貢献していると考

えられますが、その範囲や規模は不明です。こうした人物の

中には、客員研究員、ポスドク研究者、常勤職員などが含ま

れます。

あるロスアラモスの元常勤研究者は、米国の大学で教授として勤務しながら、同時に米軍と人民解放軍の両方で研究を指揮していま

した。また、南京理工大学（NJUST）で千人計画の選出者として活動していました。南京理工大学（NJUST）は、中国人民解放軍と緊密

に連携する「国防七校」の 1 校です。

	 この研究者は、2009 年から 2015 年にかけて、先端材料に関する研究のため、米陸軍研究所（ARO）、米陸軍研究室（ARL）、米空

軍科学研究局（AFOSR）、米空軍中小企業革新研究（SBIR）プログラムから約 180 万ドルの研究資金を受給していました。

	 この研究者は、米軍向けの先端材料に関する研究を行うかたわら、中央軍事委員会（CMC）科技委員会の「先端イノベーション重

大プログラム（军委科技委前沿创新重大项目）」からも人民元 3 億 9000 万元の資金を受け、チタンアルミナイド（TiAl）合金の研

究にブレークスルーをもたらしました。これは防衛航空宇宙分野で応用される軽量材料です。 

	 この元ロスアラモス研究者は、このプロジェクトにおいて、かつてオークリッジ国立研究所に客員研究員として滞在していた研究

者とも協力していました。この元オークリッジ客員研究員はその後、2021 年に別のプロジェクトにおいて、中国最高レベルの国防

科学技術賞を受賞しました。

少なくとも4 名の元ロスアラモスのポスドク研究者が、電子薄膜および集積デバイス国家重点実験室（SKLETFID）で現

在も勤務しており、そのうち 2 名はその貢献が認められ、国防科学技術賞を受賞しています。SKLETFID は、2012 年

から 2017 年にかけて、その予算の半分以上を国防機関からの資金でまかなっています。SKLETFID の成果には、ステ

ルス戦闘機用のマルチスペクトル迷彩材料の開発、航空機エンジン用の高性能センサーの開発、人民解放軍航空機用

の赤外線検出器の提供などがあります。

少なくとも 7 名は、中国の核兵器研究開発と製造の中核を担う主要施設である中国工程物理学院（CAEP）と関係があ

ります。

少なくとも 13 名の元ロスアラモス研究者は、中央軍事委員会（CMC）や国家国防科技工業局（SASTIND）といった国防

機関が支援する研究に従事しているか、従事した経験があります。
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何国威と中国の 
潜水艦騒音低減 
プログラム

元ロスアラモス客員研究員である何国威（He Guowei）は、世界で最も近代的な海軍の特徴である、探知されにくい、より静粛な潜

水艦の配備を目指す中国の取り組みの中核を担う人物です。 

何国威は、1990 年代後半、陳十一がロスアラモスの非線形研究センター（CNLS）の副所長を務めていた当時、CNLS の客員研究

員として勤務していました。陳が彼をロスアラモスに呼び寄せた可能性があります 79。両者は研究所で緊密に協力し、1998 年から

1999 年の間に 7 本の論文を共同で執筆しています 80。

	 何国威は 1991 年に中国科学院力学研究所（IMCAS）にポスドク研究者として入所し、その後 2006 年に非線形力学国家重点

実験室（LNM）の所長に昇格しました81。

	 その間、フランス国立科学研究センター（1995 ～ 1997 年）、ロスアラモス研究所（1997 ～ 2000 年）、NASA ラングレー研究

センターの科学技術計算応用研究所（ICASE）（2000 年）の客員研究員を経て、中国科学院（CAS）の百人計画に採用されて中

国に帰国しました。 

中国科学院力学研究所（IMCAS）非線形力学国家重点実験室（LNM）の彼のチームは、潜水艦によって発生する乱流を迅速かつ正

確に予測するのに役立つコンピューター・モデルを開発しました82。2019 年時点でも、IMCAS において「潜水艦乱流騒音の知的識

別理論」の研究を続けているとされています 83。中国の潜水艦の騒音低減技術に関する他の主要研究者のほとんどが、人民解放軍

系の科学者です 84。
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結
論

中国がロスアラモス国立研究所で勤務した経験のある人材を招致している
事実は、中国の人材戦略全体の進化を示すものであり、特定の重要な軍事技
術における中国の急速な進展が、米国政府が出資した機微研究に関与した
際に得た知見を応用している可能性のある人材によって支えられている実態
を浮き彫りにしています 85。ロスアラモスでの成功例に加え、習近平総書記を
はじめとする中国共産党の上層部が人材計画を支持していることを踏まえる
と、同様の引き抜き行為が、米国政府が出資している他の研究所や、学術研
究機関、主要なイノベーション拠点においても広く行われている可能性が示
唆されます。

米国政府はこうしたリスクを軽減するための対策を開始しています。近年、千人計画をはじめ

とする中国の国家支援型人材育成プログラムに対して、米国政府は監視を強化しています。

防諜や知的財産窃盗のリスクのみならず、米国国民の税金が投じられた研究の成果が、中国

の経済発展と軍事近代化を推進するために利用されているためです。2019 年の米上院報告

書によれば、中国の人材プログラムは米国の研究倫理に反し、米国の基礎研究を標的とし、

米国の経済競争力を損なっています。同年、米国エネルギー省は、外国政府の人材招致計画

への職員および契約業者の関与を禁止する指針を発表しました。

	 また、千人計画に関与した複数の人物が米司法省に起訴されました。2022 年 5 月、連邦判事は化

学技術者で千人計画申請者の游晓蓉（Xiaorong "Shannon" Yu）に対し、中国に拠点を置く企業の

利益のために企業秘密を盗む共謀に関与したとして懲役 14 年の判決を下しました。

	 2021 年 12 月、連邦陪審団はハーバード大学の化学者チャールズ・リーバーに対し、千人計画へ

の関与と中国の大学への未申告の関係に関する虚偽の陳述と税法違反で有罪判決を下しました。

しかしながら、政府出資の研究所や、学術研究機関、民間企業においても、中国が科学技術

の覇権を握るために活用している人材が引き起こす恐れのある防諜上および知的財産の窃

盗に関するリスクを特定するために、さらなる取り組みをする余地があります。さらに、志を同

じくする国々が連携し、自国のイノベーション拠点を保護するとともに、中国に対抗して一流

の人材を惹きつけ、維持し、保護することは、喫緊の国家安全保障上の課題となっています。 
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元ロスアラモス関係者は、中国の国防近代化と軍民融合の取り組みに関わる科学者ネットワーク

の中核を担っています。この付録では、この取り組みに関わる中国の人物、関係性、組織について、

追加の知見と背景情報を提供します。

陳十一と国防向け空気力学
陳十一が北京大学の乱流・複雑系国家重点実験室（LTCS）および同大学が進める極超音速滑空体の開発を主

導していた時期、LTCS の指導部には中国空気力学研究開発センター（CARDC）とつながりのある軍事科学者

も含まれていました。 

	 張涵信（Zhang Hanxin）は CARDC の研究者であり、かつて同

センターの副主任技術者を務めていた人物で、2005 年に陳が

LTCS に加わった当時、LTCS の学術委員会の主任を務めてい

ました。陳はこの学術委員会で張の代理を務め、2006 年には

張を LTCS の兼任教授として迎え入れました87。当時、張は専

門技術少将の階級を持ち、特に「航空機、戦術ミサイル、再突

入弾頭の空力設計のための 3 つの主要なソフトウェアシステム

の開発」を筆頭に、国防への貢献において中国の航空力学界

ではよく知られた人物でした 88。

	 鄧小剛（Deng Xiaogang）は、現在も陳の指導下で LTCS の学

術委員会に所属しています89。鄧は、中国科学院（CAS）の院

士であり、2017 年から 2019 年まで人民解放軍国防科技大学

（NUDT）の学長を務めていました。鄧も専門技術少将の階級

を有し、CARDC の主任技術者であり、同センターの空力学国

家重点実験室の初代所長を務めました91。鄧は、極超音速風洞

の開発と試験、および次世代戦闘機、ミサイル、極超音速飛翔

体を含む多数の主要兵器装備の開発における課題の解決に

大きく貢献してきました 92。2020 年には、人民解放軍の最高研

究機関である軍事科学院の副院長に昇格しました 93。

付録
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陳十一と国防向け空気力学（続き）
また、陳十一は、国家自然科学基金委員会（NSFC）の「重大研究計画（重大研究计划）」において複数の専門家指導グ

ループに参加し、人民解放軍の上級科学者と密接に協力しています。NSFC の専門家指導グループは、通常 7 ～ 9 人

の専門家で構成され、研究計画の全体的な方針策定、実施、審査を担います 94。

2017 年、陳は NSFC の乱流構造の生成、進化、作用メカニズムに関する重大研究計画（湍流结构的生成演化及作用机

理重大研究计划）の専門家指導グループのリーダーに任命されました。この専門家指導グループには、人民解放軍と中

国防衛産業の科学者が参加しており、その中には以下のような人物が含まれていました95。

2014 年、国家自然科学基金委員会（NSFC）は「エンジンの乱流燃焼に関する基礎研究重大研究計画（面

向发动机的湍流燃烧基础研究重大研究计划」を立ち上げました 97。この計画においても、陳は複数の軍

事科学者とともに専門家指導グループに参加していました。

	 甘晓华（Gan Xiaohua）：航空エンジンの専門家であり、専門家

指導グループのリーダー、中国工程院（CAE）院士、人民解放軍

空軍装備研究院（中国解放军空军装备研究院）の主任技師を

務めています 98。2010 年には、J-20 ステルス戦闘機の推力制

御エンジンの開発における功績により、胡錦濤総書記から個

人的表彰を受けました。2014 年、陳十一は甘を乱流・複雑系

国家重点実験室（LTCS）の兼任教授として雇用しました。2017

年 5 月、陳十一は甘を南方科技大学の力学・工学部の主任教

授に任命しました99。

	 極超音速推進技術の専門家である孫明波（Sun Mingbo）は、

国防科技大学（NUDT）の教授であり、NUDT の極超音速ラム

ジェット技術重点実験室（高超声速冲压发动机技术重点实验

室）の室長でもあります 96。

	 楽嘉陵（Le Jialing）：専門家指導グループの副リーダー、中国

工程院（CAE）院士、戦略ミサイル、ロケット、極超音速飛翔体

の空力設計に関する CARDC の元研究員です。極超音速ラム

ジェット技術国防科学技術重点実験室（高超声速冲压发动机

国防重点实验室）の学術委員会責任者、および人民解放軍の

最高研究機関である軍事科学院（AMS）の研究員も兼任してい

ます。2018 年 5 月、習近平総書記が AMS を訪問した際、楽は

国防研究者の少人数グループの一員として総書記に面会して

います 100。

	 沈清（Shen Qing）：中国航天科技集団有限公司（CASC）第 11

研究院の科学技術委員会の委員長。

	 鄧小剛（前ページの経歴を参照）。
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徐平と王湘麟： 
海外人材派遣のケーススタディ 
徐平（Xu Ping）は 2005 年に中国国防科学技術工業委員会（COSTIND）からハルビン工業大学（HIT）の優秀

卒業生として認定、表彰されました。ハルビン工業大学は中国国防七校の 1 つに位置づけられます。

2012 年に徐平を支援した王湘麟は、千人計画に採用されて中国に帰国した元ロスアラモス研究者の中でロ

スアラモスでの在職期間が最も長い研究者です。1995 年から 2016 年までの 21 年間をロスアラモスの化学

部門で過ごし、ポスドク研究者から常勤職員に昇格しました 104 105。

	 徐平は、HIT の博士課程に在籍中の 2008 年から 2009 年にか

けて、中国政府の「国家支援型海外共同育成博士計画」の参

加者としてロスアラモス研究所に留学しました。

	 2010 年に博士課程を修了した徐平は、2014 年まで HIT のポ

スドク研究者となり、中国工程院（CAE）院士である周玉（Zhou 

Yu）の下で研究を行いました。当時、周玉は耐熱セラミック基

複合材料に関する中国政府の資金提供による研究を主導して

いました。この材料は後に人工衛星やロケット、極超音速機な

どに使用されることになります 101。

	 この期間、徐平はロスアラモスの常勤職員である王湘麟

（Wang Hsing-lin）の支援を受け、所長推薦による特別ポス

ドク研究者として復帰しました。2013 年にロスアラモスを離

れた後、2014 年に HIT の基礎研究優秀人材育成プログラム

（哈工大基础研究杰出人才培育计划）に選出されました102。

	 現在、徐は HIT の化学・化学工学部の教授兼副学部長を務め

ています 103。また、周玉は 2014 年から 2021 年まで HIT の学

長を務めていました。

	 ロスアラモス在職中、王湘麟は国防総省の国土防衛・

安全保障情報分析センター（HDIAC）で当該分野につ

いての専門家（SME）としても活躍していました 106。

	 2016 年、千人計画に採用された王湘麟は中国に帰国

し、陳十一の指導の下、南方科技大学の材料科学・工

学部の主任教授に就任しました 107。
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何国威と人民解放軍海軍 
上海交通大学の海洋工程国家重点実験室（SKLOE）の学術委員会には、何国威とともに、数名の人民解放軍の科学者が活

動しています。委員会のメンバーの一部を以下に挙げます。

海洋工程国家重点実験室（SKLOE）は、一部の中国の研究所が民間研究と軍事研究の境界をまたぐ形で研究を

行っていることを象徴する存在です。SKLOE はびデュアルユース技術の研究に力を入れており、そのウェブサイト

では、「応用基礎研究、国防科学研究、および民間科学研究のいずれにも等しく重点を置く」と宣言しています 112。

その研究の中には、明らかに軍事志向のものも含まれています 113。たとえば、以下のものが挙げられます。

	 何琳（He Lin）：中国工程院（CAE）院士、専門技術海軍少将、人

民解放軍海軍工科大学教授で、2011 年に潜水艦の音響ステル

ス技術に関する国家国防科学技術重点実験室（潜艇声隐身技

术国防科技重点实验室）を設立しました。 

	 吴有生（Wu Yousheng）：中国工程院（CAE）院士で、2020 年時

点で、中央軍事委員会科学技術委員会海軍作戦専門家グルー

プの責任者を務めています 108。

	 邱志明（Qiu Zhiming）：中国工程院（CAE）院士で、人民解放

軍海軍研究院の兵器研究者として、Type 730 CIWS（近接防御

システム）を設計、垂直発射システム（VLS）技術にブレークス

ルーをもたらしました 109。

	 朱英富（Zhu Yingfu）：中国工程院（CAE）院士で、中国初の防

空能力を持つ誘導ミサイル駆逐艦および初の空母の主任設計

者です 110。

	 楊德森（Yang Desen）：中国工程院（CAE）院士、ハルビン工程

大学教授で、水中音響技術に関する国家国防科学技術重点実

験室（水声技术国防科技重点实验室）の所長であり、人民解放

軍総装備部「潜水艦振動減衰および騒音低減技術専門家グ

ループ」に参加していました 111。

	 潜水艦発射ミサイルの水中発射に関する流体力学モデルおよ

び水中弾道モデルの開発。

	 2014 年から 2015 年にかけて、旧人民解放軍総参謀部が主導

した海上センシング技術に関する機密プロジェクト。 

	 国家自然科学基金委員会（NSFC）の「動的マルチソース情報に

基づく水中移動目標の協調監視」と題する重要プロジェクト。 

	 2017 年から 2019 年にかけて実施された、旧人民解放軍総装

備部が主導した機密プロジェクト。

	 振動や騒音の低減など、潜水艦の機動性やステルス性に関す

る研究。 
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